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【動物と人の関係】

【にわとり】

　

　現在では動物園に行けば様々な動物に出会うことができます。また、家庭で犬や猫といった動物

をペットとして飼われている方も多いのではないでしょうか。では、過去において動物と人との関

係はどうだったのでしょうか。今回は「馬」に焦点をあてて考えてみたいと思います。

　馬が日本に出現するようになるのは 4 世紀後半からだと考えられています。5世紀中頃になると

馬の飼育が本格的になり、このころに造られた古墳からは馬具や馬形の埴輪がたくさん見つかるよ

うになりました。松阪市内でも馬形の埴輪が出土しています。右下の写真は常光坊谷 4号墳から出

土した馬形の埴輪と、それとセットになる馬子（馬を引いて人や荷物を運ぶ仕事をする人）を表し

た埴輪です。馬子にとって馬は無くてはならない大事なパートナーであったわけです。また、この

埴輪から 5 世紀末の松阪地域にも乗馬の風習があ

ったことが想像されます。馬は人や荷物を遠く

まで運んでくれる動物として大切にされたので

はないでしょうか。

　現在、はにわ館第２展示室では市内の埴輪を

集めた夏季企画展「続　まつさかの埴輪」を開

催しています。動物の埴輪のほかにも 30 点以上

の埴輪を展示しています。是非まつさかの埴輪

を見に、はにわ館へお越しください。（担当）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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【ギャラリー】　入場無料

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　＊入館は 16:30 まで　
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文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー８月の催し物予定
8 月の休館日は 3日（月）、10 日（月）、17 日（月）、24 日（月）、31 日（月）です。

開館時間は９：００～１７：００です。

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■夏季企画展「続　まつさかの埴輪」　　～ 8/30（日）

第 1展示室　 ■中学生ボランティアガイド　　＊実施時間帯は入館無料

　　　　　　　　　　　　　　8/1（土）～ 9（日）　 ＊10：00 ～ 12:00（土日のみ）/13:00 ～ 15:00

第 3Ｇ　　　 ■体験講座　　①古代の編み物「アンギン編み」を作ろう　8/21（金）、22（土）　*10:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　　　 ②古代のアクセサリー「勾玉」を作ろう　　8/23（日）　＊10：00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　　　③「埴輪ストラップ」を作ろう　　　　　　　8/21（金）～ 23（日）　＊10:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　　　　　　＊いずれも事前申込不要、参加費 100 円（材料費）、受付は 15:00 まで

第 1,2,3Ｇ 　■松阪市制施行 10 周年記念事業「松阪の偉人たち」展　　8/7（金）～ 12（水）　＊最終日は 15:00 まで　

第 1,2Ｇ　   ■第 72 回　松阪美術協会展　　8/23（日）～ 30（日）　　＊最終日は 16:00 まで

第 3Ｇ　　　 ■3D 写真の不思議な世界　8/26（水）～ 30（日）　　＊最終日は 15:00 まで　　

　

　今年も夏の体験講座を行います。今回は誰でも簡単に楽しく作れる 3つのメニューをご用意し

ています。どのメニューも参加申込不要、1つ 100 円（材料費）でご参加いただけます。それぞ

れ開催日が異なりますのでご注意ください（詳しくは右の表をご覧下さい）。

　この機会に「ものづくり」と共に「思い出づくり」にお越しください。スタッフ一同お待ちし

ております。
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　常光坊谷４号墳からはにわとりの雄、雌の埴輪も

出土している。これらの埴輪は器台にのったかたち

で、器台には足が彫りこまれている。

　にわとりは弥生時代ごろに農耕とともに大陸から

伝わったようで、チャボのような小型のものだった

という。にわとりは鳴き声で朝の到来を告げる「時

告げ鳥」であり、特別な鳥として扱われていたよう

だ。松阪での出土はこの二つのみである。

　埴輪として、にわとりが馬とともに造形されたというのは、重要な意味を持つのだろう。にわとり

は「聖なるもの」であり、食料として飼われていたこん跡は今のところ無いらしい。被葬者はこのこ

ろとして貴重だった馬やにわとりを所有していて、富を示し権威を高めるためのものとして作らせた

のであろうか…。

　今どきの感覚でにわとりの埴輪のイメージを彫刻家 柳原義達の作品「道標・鳩」に重ねてみた。

感性は時間を越えてつながっていくような気がした。

　８月のはにわ館は常設展示「宝塚古墳の謎」とともに夏季企画展「続  まつさかの埴輪」の展示です。

「にわとり」もいます。８月の前半では、市内の中学生によるボランティアガイドを実施します。実施

の時間帯は入場無料となります。

　市民ギャラリーでは松阪市制施行 10 周年記念事業「松阪の偉人たち」展を開催します。その他に、

市民の皆さんの絵画や写真の展覧会があります。ぜひ、お出かけ下さい。（所長）

今年の夏も文化財セン

ターでは楽しいイベント

がたくさんあるよ。
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【夏休み特別企画】

体験講座を行います！

　アンギン編みのコースター作り

8/21 （金）、 22 日 （土） 開催

　　　　　　　勾玉作り
　　　　
　　　　8/23 （日） 開催

　　　　　埴輪ストラップ作り

8/21 （金） ～ 23 日 （日） 開催

　馬子と馬の埴輪（常光坊谷 4号墳出土）

 はにわ


